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第 17 回川部会ＷＧの話し合いのポイント 

 

■第 17 回川部会ＷＧの目的 

 

 

 

 

 

 

■共有事項：メンバー自己紹介：5分 

 

 

 

 

 

■検討事項 1：今年度の活動計画について（資料 2）：説明 5分、意見交換 45 分 

（1）今年度の検討方針の確認 

 

 

 

 

（2）今年度の活動スケジュールの検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

■検討事項 2：市民企画会議からの報告及び提案（資料3）：説明5分、意見交換15分 

 

 

 

 

 これまでの検討状況  

○ 第 3 回全体会議で承認された、今年度の川部会の活動方針（案）となっている 9 つ

のメニューを確認 

○ 今年度の川部会の活動計画について検討する 

 今年度の活動方針（案）の確認（第 3回全体会議承認） 

 活動スケジュールの検討 

○ 市民企画会議からの報告及び提案について 

○ 家下川 湛水防除事業（上郷２期地区）について 

資料 1 

 所属と主な活動内容について 
 今後の川部会の活動についてアイデア、その他情報提供など 

自己紹介のポイント 

 各モデルで優先的に取り組む項目について検討する。 
 今年度 7 回分の活動内容を検討する。（うち、1～2 回は他部会との連携になる可能
性あり） 

 出来る限り、具体の成果物イメージを持って、活動計画を検討する。 
 少なくとも、6月分、7月分の活動日程、活動内容を決める。 

検討のポイント 

 流域連携のテーマごとに担当者を決める。山・海部会の担当者は、以下のとおり。
 ゴミ・流木 ： 大島・洲崎、井上 

 土砂    ： 蔵地、青木（鈴木） 

 木づかい  ： 今村、石川 

 川部会として、連携したいことがあれば提案する。 

検討のポイント 
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■検討事項 3：家下川湛水防除事業（上郷２期地区）について（資料3） 

：説明15分、意見交換25分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 県担当者より、家下川湛水防除事業（上郷２期地区）について説明を伺う。 
 生き物の移動阻害の観点で、改修に伴う段差解消の可能性について検討する。 

検討のポイント 


